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平
成
25
年
第
６
回
定
例
市
議
会
は
、
昨
年
11
月
27
日
に

招
集
さ
れ
、
12
月
20
日
に
24
日
間
の
会
期
を
終
え
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
市
議
会
で
は
、
教
育
環
境
の
整
備
の
た
め
、

市
内
５
小
学
校
の
施
設
耐
震
化
お
よ
び
大
規
模
改
造
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
に
係
る
事
業
契
約
の
締
結
案
な
ど
、
合
計
35
の
案

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
議
第
２
日
に
は
、
「
特
定
秘
密
保
護
法
案

の
慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」
を
可
決
す
る
と
と
も
に
、

本
会
議
最
終
日
に
は
、
３
件
の
意
見
書
を
可
決
し
、
直
ち

に
関
係
大
臣
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

1

第
６
回
市
議
会
（
定
例
会
）
日
程

第１日（11月27日）
○会期の決定
○市功労者表彰〔１議案〕⇒表決
○防災行政無線設備設置工事請負契約の締結など
〔25議案〕⇒市長提案説明

〈議　案　熟　読〉
第２日（12月４日）
○防災行政無線設備設置工事請負契約の締結など
〔25議案〕⇒質疑・委員会付託
○請願〔５件〕⇒委員会付託
○一般質問
○請願〔２件〕⇒委員長報告・質疑・討論・表決
○意見書案〔１件〕⇒表決
第３日（12月５日）
○一般質問
第４日（12月６日）
○一般質問

〈常任委員会審査〉
第５日（12月20日）
○防災行政無線設備設置工事請負契約の締結など
〔25議案〕⇒各委員長報告・質疑・討論・表決
○請願〔１件〕⇒委員長報告・質疑・討論・表決
○意見書案〔３件〕⇒表決
○請願〔２件〕⇒表決

特定秘密保護法案の慎重審議など求め意見書提出

民間事業者のノウハウや資金力を活用 ～教育環境の向上に期待～
　12月定例会では、「小学校施
設耐震化・大規模改造ＰＦＩ事
業に係る事業契約の締結」案件
を審議しました。
　これは、市立桜が丘小学校な
ど、小学校５校において、耐震
補強業務や大規模改造業務等を
民間事業者が持つ高度なノウハ
ウや資金力等を活用するＰＦＩ
事業により、子どもたちが安全
かつ安心に、そして快適に学習
ができるよう教育環境の整備を
行おうとするものです。

　その審査では、事業対象とな
る５校81教室において、新たに
空調設備が導入されますことか
ら、各校ごとの設置教室数や、
市内全校における導入への取り
組み方針について活発な論議が
交わされました。
　また、この定例会では、「平
成25年度一般会計補正予算（第
３回）」についても審議されま
した。
　今回の主な補正は、住民票の
写しや戸籍謄抄本などを第三者

に交付した際に、事前登録した
市民に対して、交付した事実を
通知する本人通知制度導入に伴
う関連経費の追加などを内容と
するものです。
　この制度により、不正取得に
対する抑止効果が期待される一
方で、職務上、これらの証明書
を請求する弁護士などの正当な
職務遂行に、支障の生じる恐れ
があることから、実施されるこ
ととなった経緯等について活発
な質疑が交わされました。

12月定例会12月定例会

　このコーナーでは、市議
会の機能や役割などを紹介
するとともに、１年間にわ
たる議会の活動状況などを
お知らせしています。
　今回は、市政の範囲にと
どまらず、県政や国政の問
題に関しても意見表明や働
きかけを行う“意見書・決
議”について紹介します。

意見書・決議とは意見書・決議とは意見書・決議とは意見書・決議とは
みんなの

市議会
No.77No.77No.77No.77

　市議会は、市民の代表とし
て、市政に市民の声を反映さ
せるとともに、市政が適正に
運営されているかを監視する
などの役割を担っています。
　市民の生活は、市が行う施
策はもちろんのこと、国や県
が行う施策によっても、さま
ざまな影響を受けます。
　そこで市議会は、これらの
機関に対しても積極的に働き
かけ、住民意思の反映に努め
る必要があります。
　このような働きかけの方法

としては、国民や法人等には
「請願権」が認められていま
すが、法人格を持たない議会
は、請願を行うことができな
いため、これに替わるものと
して“意見書”の提出や“決
議”を行うことが認められて
います。

◇　　◇　　◇
意見書……地方自治法では、
「普通地方公共団体の議会は、
当該普通地方公共団体の公益
に関する事件につき意見書を
国会又は関係行政庁に提出す

ることができる」と規定され
ています。
　これは、市議会が不特定多
数の市民の利益に関係する事
項について、処理権限のある
国、あるいは県をはじめとす
る他の地方公共団体の機関に
対しても、市民の代表として、
議会の意思をまとめた意見書
を提出し、制度等の改善や新
設などを求めようとするもの
です。
　川西市議会では、昨年１年
間で、「小・中学校における

少人数学級の実現と義務教育
費国庫負担制度の堅持を求め
る意見書」など、６件の意見
書を可決し、政府関係機関等
に提出しています。
決　議……決議は、「当該普
通地方公共団体の公益に関す
る事件」について、市民の代
表機関である市議会の意思を
対外的に表明することなどを
目的とした議決です。
　従って、意見書と決議の対
象は同じですが、意見書が関
係行政庁への働き掛けを前提
としているのに対して、決議
は、市議会の意思表明自体を
目的としている点に違いがあ
ります。

小学校施設耐震化
・大 規 模 改 造ＰＦＩ事業契約の締結など審議
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一般質問一般質問一般質問要旨要旨
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議員　本市では、母親学級の初回に
無料歯科検診を行っているが、経済
的負担の軽減と健康づくりの観点か
ら、クーポン券で複数回受診を可と
するなど、事業拡充の考えはないか。
健康福祉部長　同検診は、母親学級
の一環であるため保健センターでし
か受診できないことや、初妊婦のみ

が対象であることが課題となってお
り、24年度は母子手帳交付者1261人
のうち13.5％に当たる170人の受診
にとどまっている。
　受診者数の増加を図るための有効
策としてさまざまな実施形態が考え
られるが、クーポン券も選択肢の一
つとして研究を進めたい。

議員　本市は、平成26年に市制施行
60周年を迎えるが、初期の財政難に
対しては、さまざまな戦略を立て解
決してきた。そこで、過去をどう検
証し、今後に生かすのか伺いたい。
総合政策部長　本市は、昭和29年８
月１日に発足し、昭和31年４月には
財政再建団体となったものの、５年
間で再建を終えた。また、高度経済

成長期には、人口急増に伴う公共施
設等の整備に当時の財政規模を上回
る対応を迫られたため、開発事業者
の協力を求めることを定めた指導要
綱を全国で初めて施行した。
　今後は、これら先人の知恵と行動
力を受け継ぎ、制度などを時代の変
化や財政状況により対応し、新たな
課題にも果敢に挑戦する考えである。

議員　本市では、誇るべき歴史・文
化や大都市圏でありながら自然豊か
な地域であるにも関わらず、そのブ
ランド力が生かされていない。
　そこで、本市が有する価値を活用
する考えや、都市ブランドを構築・
発信するための取り組みを伺いたい。
総合政策部長　本市は、豊かな自然

や歴史的資産などが多数あり、それ
らの地域資源を貴重な地域力として
市民と共有し、活用していきたい。
　また、都市基盤整備や文化など、
市民生活を支えるまちづくりを進め、
本市で暮らす人々の幸福感を高める
ことで、訪れたい、住みたいという
人を増やすための情報発信をしたい。

議員　近年、肺炎での死亡者は年間
12万人を超え、死因の第３位となっ
ているが、肺炎球菌性肺炎の予防に

は成人用肺炎球菌ワクチン接種が有
効とされている。
　そこで、肺炎による高齢者の重篤
化の予防や医療費を抑制する観
点から、65歳以上を対象にワク
チン接種費用を助成する考えは
ないか。
健康福祉部長　現在、国では、高
齢者に対する同ワクチンの定期接
種化を前向きに議論している。
　助成には予算措置が必要であ
るため、予算編成の過程で、国
の動向や近隣市の助成制度の状
況などを踏まえ、本市として検
討したい。

議員　学校施設の耐震化工事は、27
年度中に終えるが、市内には耐震化
が必要な公共施設が多数ある。
　そこで、耐震性の低い緑台・東谷
公民館や清和台幼稚園、緑保育所の
耐震化に対する市の考えを伺いたい。
総合政策部長　災害時の避難所でも
ある緑台・東谷公民館は、近隣施設

への仮移転を念頭に検討し、清和台
幼稚園も同様に、早急に耐震対策を
図る考えである。
　緑保育所は、老朽化が進んでいる
上、開所しながらの補強工事は不可
能であるため、建て替えも視野に入
れ検討するが、いずれも新年度の予
算編成の過程で明確にしたい。

議員　空き家の増加は、地域住民の
生活環境に防犯上等で悪影響がある。
　そこで、本市における課題や、民
間活力によりリフォーム等を行い、
空き家の再生利用を促進する条例化
など、対策について伺いたい。
総合政策部長　個人情報保護により
所有者を特定しにくいこと、特定で

きても解体費用が問題となること、
更地にすると固定資産税が急上昇す
ることが主な課題である。
　民間活力の導入には、事業者の選
定方法や資金調達等が課題となるた
め、法整備など国の動向を注視しな
がら、ふるさと団地再生協議会を中
心に本市独自の対策を検討したい。

議員　市では、障害者虐待防止法の
施行に伴い、昨年10月に障がい者虐
待防止相談窓口を設置し１年が経過
した。
　そこで、相談窓口での活動状況等
について伺いたい。
健康福祉部長　当該センターには介
護福祉士や精神保健福祉士、社会福
祉士といった有資格者を主に配置し、

この１年で通報５件、相談11件を受
け付け、２件を虐待と認定した。
　職員は、研修や経験を重ねてスキ
ルアップし、訪問調査や関係者への
聞き取りなど適切に対応している。
　しかし、協力を求める機関が多い
ほど調整に時間を要するという課題
があるため、日頃から連携を密にす
るなど運用面を改善したい。

議員　市では、参画と協働のまちづ
くり推進条例により、条例や計画等
の策定時にパブリックコメント（意
見提出手続）を行っているが応募が
少ない。そこで、現状
に対する評価や、今後
の取り組みを伺いたい。
総合政策部長　意見提
出件数は、多くないと
思っているが、計画等
の策定過程では、アン
ケートやワークショッ
プなどで市民等から意
見を聴取しており、パ
ブコメ件数のみで市民
参画の現状は測れない。

　しかし、市民の市政への関心をよ
り高めるため、今後は件数増も視野
に、対象案件を事前に説明する機会
を設けるなど情報発信を工夫したい。

　一般質問は、本会議第２日から第４日までの３日間にわたり行われ、17名
の議員が、50項目について質問しました。
　ここでは、そのうち17項目について、質問と答弁の要旨を掲載しています。
そのほかの質問項目は、下段の「一般質問項目（掲載分を除く）」をご参照ください。
　なお、当市議会では、質問方法を一括質問一括答弁方式または一問一答方
式の選択制としています。

本
会
議
・
委
員
会
開
催
状
況

○建設文教公企常任委員会
○飛行場対策周辺整備調査特別委員会（プ
ロペラ機枠の段階的低騒音機枠化につ
いて）
○議会運営委員会
○広報委員会
○第６回市議会定例会（最終日）
○議会運営委員会
○議員協議会（川西市下水道ビジョン（案）に
ついて）
○飛行場対策周辺整備調査特別委員会（行政
視察について）
○まちづくり調査特別委員会（行政視察につ
いて）
○新名神高速道路周辺対策特別委員会（行政
視察について）

○議会運営委員会
○まちづくり調査特別委員会（中央北地区整
備事業の進捗状況について）
○議員協議会（（仮称）川西市低炭素型複合施
設整備基本構想（案）に係る市民意見及び
市議会意見に対する検討結果について）
○建設文教公企常任委員協議会（平成25年
度全国学力・学習状況調査結果報告につ
いて）
○議会運営委員会
○広報委員会

10月　　　　　　　
24日

25日

11月
５日

20日

21日

27日

12月
４日

５日
６日
９日

10日

11日

17日
18日
20日

１月
８日
９日

17日

20日

本
会
議
・
委
員
会
開
催
状
況

○議会運営委員会
○第５回市議会臨時会（招集日）
○議会運営委員会
○第５回市議会臨時会（最終日）
○議会運営委員会

○建設文教公企常任委員協議会（川西市道路
橋長寿命化修繕計画についてなど）
○議会運営委員会
○広報委員会
○議員協議会（中期財政収支計画・実施計画・
行財政改革実行計画及び市制施行60周年
記念事業についてなど）
○第６回市議会定例会（招集日）
○議会運営委員会

○第６回市議会定例会（第２日）
○議会運営委員会
○第６回市議会定例会（第３日）
○第６回市議会定例会（第４日）
○総務生活常任委員会
○総務生活常任委員協議会（川西都市開発株
式会社の経営についてなど）
○厚生常任委員会
○厚生常任委員協議会（平成25年第３回猪名
川上流広域ごみ処理施設組合議会（臨時
会）議案の報告についてなど）

10　　　月

11　　　月

12　　　月 １　　　月

特定秘密保護法案
の慎重審議を求め
る意見書〈要旨〉

　「特定秘密の保護に関する
法律案（特定秘密保護法案）」
は、国民の知る権利や表現・
言論の自由等を制限する内容
を含むため、慎重審議を求め
る声が各界から挙がっている。
　衆議院国家安全保障に関す
る特別委員会による地方公聴
会では、法案に反対や慎重審
議を求める意見が相次ぐとと
もに、多くの学者・弁護士・
報道関係者が、拙速な制定は
将来に禍根を残すと表明して
いる。
　この法案は、国民主権や基
本的人権に関わる重要な法案
である。
　よって、当市議会は、国に
対し、「特定秘密保護法案」
の慎重な審議を求める。

新聞への消費税軽
減税率適用を求め
る意見書〈要旨〉

　新聞は、国内外のニュース
や情報を正確かつ迅速に伝達
し、多種多様な意見や評論を
提供しており、学力や技術力
を支えている。
　さらに、戸別配達網で、全
国くまなく届けられ、国民の
知る権利と議会制民主主義を
下支えしている。
　しかし、わが国では、活字
離れが進む中で、今回の消費
税率引き上げにより、新聞離
れが加速し、将来を担う世代
の知的水準に大きな影響を及
ぼすものと憂慮されている。
　よって、当市議会は、国に
おいて、消費税率を10％と
する段階に際し、新聞への軽
減税率を適用されるよう要望
する。

容器包装リサイクル法を改正し、発
生抑制と再使用を促進するための
法律の制定を求める意見書〈要旨〉

　容器包装リサイクル法は、一
般廃棄物の減量と、資源の有効
活用を目的に制定されたが、リ
サイクルのための分別収集等は
税負担のため、上位法の循環型
社会形成推進基本法で定められ
ている処理の優先順位に反して、
リサイクル優先に偏っている。
　また、リサイクル費用の約８
割が製品価格に内部化されてい
ない。
　よって、当市議会は、国にお
いて、拡大生産者責任の強化お
よび分別収集費用などの製品価
格への内部化のほか、レジ袋有
料の法制化やごみ発生抑制等の
環境教育の強化に加え、学校牛
乳の瓶化促進に向けた環境整
備に取り組まれるよう要望す
る。

脳脊髄液減少症に係るブラッドパ
ッチ療法への保険適用と診断・治
療の推進を求める意見書〈要旨〉

　脳脊髄液減少症とは、交通
事故等による頭頸部などへの
衝撃が原因で脳脊髄液が漏れ
続け、頭痛や目まいなどの症
状が複合的に発症する疾病と
いわれている。
　その治療法として、ブラッ
ドパッチ療法があるが、保険
適用外であり、診断・治療基
準も定まっておらず、本人や
家族の苦労は計り知れない。
　よって、当市議会は、国に
おいて、ブラッドパッチ療法
を保険適用とするとともに、
診療ガイドラインの作成や、
子どもに特化した研究等を行
い、患者や家族への相談・支
援体制を確立し、同療法の先
進医療認定施設を各都道府県
に設けるよう要望する。

パブリックコメントを募集している様子パブリックコメントを募集している様子

過去の歩みを今後に生かせ
求められる財政戦略求められる財政戦略求められる財政戦略企画

政策
企画
政策

具 体 的 な 計 画 問 う
急げ！公共施設の耐震化急げ！公共施設の耐震化急げ！公共施設の耐震化企画

政策
企画
政策

都 市ブランドを 構 築 せ よ
訪れたい住みたいまちへ訪れたい住みたいまちへ訪れたい住みたいまちへ企画

政策
企画
政策

課 題 や 対 策 聞 く
増 加 す る 空 き 家増 加 す る 空 き 家増 加 す る 空 き 家企画

政策
企画
政策

ワクチン接種費用を助成せよ
肺炎球菌性肺炎の予防肺炎球菌性肺炎の予防肺炎球菌性肺炎の予防保健保健 活 動 状 況 な ど 聞 く

障がい者虐待防止相談障がい者虐待防止相談障がい者虐待防止相談福祉福祉

拡 充 す る 考 え な い か
妊 婦 の 歯 科 検 診妊 婦 の 歯 科 検 診妊 婦 の 歯 科 検 診保健保健

現状評価などただす
参画と協働のまちづくり参画と協働のまちづくり参画と協働のまちづくり企画

政策
企画
政策 パブリック

コメント
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議員　納税は、国民の三大義務の一
つであり、義務教育課程において租
税教育を進めるべきである。
　そこで、小中学校における租税教
育や、租税教育の推進を目的とした
租税教育推進協議会との連携につい
て伺いたい。
教育振興部長　租税教育については、
小学校６年生と中学校３年生の社会
科において学習するよう学習指導要
領に定められており実施している。
　また、同協議会との連携について
は、協議会が発行する教材の活用や、
租税教育の出前授業を実施しており、
本年度も小学校３校に伊丹税務署
などから講師派遣していただいて
いる。
　今後も、児童・生徒が税の役割

などの理解を深めるため連携して
いく。

議員　学校給食をまちづくりの柱と
位置付け、総合的に事業を実施すべ
きと考える。
　そこで、地産地消の現状や食材の
価格補償のほか、近隣市との連携に
ついて伺いたい。
教育振興部長　本市では、兵庫県学
校給食・食育支援センターに川西産
の精米の納入をお願いしているが、

取り扱いが少なく、11％となってい
るほか、川西産野菜の生産量も低い
現状であり、県内を中心に近隣地域
の生産物を使用している。
　また、予算やアレルギー対応など
のため、産地指定での安定的な仕入
れは難しく、価格補償や近隣市との
連携も行っていないが、限られた現
状の中で地産地消を進めたい。

議員　市民からの市政に対する意見
や提案などについては、「市長への
提案」等により受け付けられている。
　そこで、これらをより広く大きく
集める考えについて伺いたい。
市民生活部長　提案等については、
本庁舎や公民館などに「市長への提
案箱」を置くとともに、ホームペー

ジにも意見・要望欄を設けている。
　今後は、市民からの意見等の内容
や、それらに対する市の考えをホー
ムページに掲載するほか、広報誌等
による啓発に加え、多くの提案が頂
けるよう意見用紙の設置場所の増設
やスマートフォンの活用など、新た
な媒体による提案方法を検討したい。

議員　本市の地域防災計画では、災
害対策本部が必要と判断した場合に
福祉避難所（一般の避難所では、生
活に支障を来す高齢者などに対して、

バリアフリー化が図られた避難所）
を設置することとされている。
　そこで、福祉避難所の現況や設置
に向けての取り組みを伺いたい。

健康福祉部長　本年７月
に、福祉避難所に関する
要綱を策定し、久代デイ
サービスセンターのほか、
計４カ所を福祉避難所と
して指定した。
　今後は、指定避難所で
の福祉スペース設置の検
討や、市内に福祉施設を
有する法人等に対し、福
祉避難所指定への協力を
お願いしていきたい。

議員　本市では、持病やかかりつけ
医などの情報を自宅の冷蔵庫に保管
する「安心キットきんたくん」を独

居高齢者に配布しているが、対象が
65歳以上と限定されている。
　そこで、市民全体を対象に家族や
本人の健康状態などの情報を救急隊
員や医師へ正確に伝えるための「救
急安心お願いカード」を導入する考
えについて伺いたい。
消防長　救急隊の現場活動では、正
確な情報源のもとで適切な処置、迅
速な搬送が必要であるが、同カード
の提示は大変有意義であり、来年度
に他市の実施状況を精査し、導入に
向けての検討を進めたい。

議員　中期財政収支計画で示された、
毎年度の実施計画経費枠５億円と、
市債発行限度額の16億円は、大規模
開発事業などへの対応と考えるが、
福祉分野において、市民サービスが

低下しているとともに、職員の労働
力が低下していると考える。
　そこで、今後の市民サービスへの
対応や職員の労働環境に対する市の
考えを伺いたい。
総合政策部長　市債を財源とする事
業は、公共事業などのハード事業に
限られるが、実施計画経費枠分では、
総合計画に基づく新たな住民サービ
スといったソフト事業も含めている。
　また、職員の労働については、効
率的かつ組織横断的に対処できるよ
うな体制づくりに取り組んでいる。

議員　本市では、新任の教員に対し
て、専任の指導教員１人が４人を指
導する拠点校方式で研修を実施して
いる。
　しかし、研修は、個々の学校行事
日程とは関係なく実施され、子ども
とのよい関わりの時期を失っている
と聞き及んでいるが、その課題解決
に向けた取り組みについて伺いたい。

教育振興部長　拠点校方式について
は、初任者および校内指導教員など
との連携や、拠点校指導員の勤務と
初任者在籍校の学校行事などとの調
整が難しいことなどから、初任者研
修に関わる情報伝達の迅速化や、関
係学校間の連絡調整への支援にとど
まっており、あらゆる機会に県教育
委員会へ改善を申し入れている。

議員　子どもの生きる力を育むため
には、「知育・徳育・体育」が必要
であるが、その取り組みを伺いたい。
　また、知・徳・体の調和がとれた
人格形成には学校間交流が有効だと
考えるが、見解を伺いたい。
教育振興部長　本市では、知・徳・
体を包括する力を「学力」と位置付

け、学力向上総合プランを策定し、
その育成に取り組んでいる。
　今後は、連合音楽会などこれまで
の横の交流に加え、縦のつながりを
重視した幼小中連携事業や体験活動
を活用し、人や自然との触れ合いの
中で、人の心を知る豊かな感性を育
む教育を課題として考えていきたい。

議員　当市議会は本年９月、男女共
同参画条例の制定を求める請願を採
択したが、制定には、広報活動を十
分に行った上で市民や職員から意見
を聞くべきと考える。
　そこで、条例制定に向けた今後の
取り組みについて伺いたい。
こども家庭部長　制定時期は、現時
点で明言できないが、多様な意見を
集約し、本市らしい条例となるよう、
男女共同参画審議会で時間をかけて
ご議論いただきたいと考えている。

　制定に際しては、広報特集号の発
行等により市民に十分周知し、パブ
コメ等で広く意見を集めるほか、職
員への意見聴取の機会も一考したい。

○地球社会建設決
議に関する陳情
書

○陳情書（貴市図
書館への視聴覚
資料の参入を認
めて欲しい）

○要支援者への予
防給付を市町村
事業とすること
についての意見
書提出に関する
要望書

○ウイルス性肝炎
患者に対する医
療費助成の拡充
に関する陳情書

○中期財政収支計画について
○消費税が８％になった時の市の対応について
○平成26年度予算編成方針と中期財政収支計画につ
いて（基金残高の実態、財政の健全化、中央北地区
内公有地売却益活用、枠外予算の優先順位づけ、経
常経費節減の強化、財源と連動した歳出予算、部長
による枠内予算のマネジメント）
○工事発注及び業務委託の入札について（見積合わせ
による随意契約の実施件数、一般競争入札と指名競
争入札の実施件数、契約事案の公契約条例制定）

○個人番号制度に係る市の対応について
○戦略的な都市ブランディングについて（シティプロモ
ーション戦略検討委員会）

○空き家等の対策について（川西市のこれまでの取り
組み状況、条例化の必要性）

○市制60周年を迎える明年、市民が祝うイベントの開
催について（市制60周年を祝う諸行事、多くの市民
が参加し賑わいのあるイベント開催）

○行政組織と補助金団体等との連携について
○オープンデータ等の活用について
○川西市ホームページの利便性向上について（申請書
等ダウンロードサービスの考え方）

○市職員の川西市内居住率向上について（新規採用職
員の市内居住者を増やしていく考え、市職員全体で

市内定住居住者を増やしていく考え、市職員が市内
に居住し自治体活動・ＮＰＯ活動等に参加することで
より実践的な意識改革・能力向上・自治体の職務につ
ながる人脈形成をなす効果が得られる考え）

○市民からの意見を広く多くいただいていく施策につ
いて（現在の『市長への提案』や市民から直接寄せら
れる意見等の件数・内容の把握と部署間での情報共
有・データ化と分析、現在の市民意見の内容・結果等
を分かりやすく市民に公開する方法）
○避難所の開設・運営について（避難所ごとの運営マ
ニュアル作成と訓練）

○徴収組織マネジメントについて（滞納対策課から債
権回収課へと組織変更したことの経緯と成果、徴税
吏員の活動状況とフォローアップ体制、債権管理条
例制定に向けた進捗）

○婚姻届提出記念フォトサービスの実施について
○「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す
るための法律（障害者総合支援法）」施行後の現状と
課題について（現状（前進・良くなった部分）と課題、
障がい者（児）のサービス利用計画策定の進捗状況、
障がい者が65歳を超えた時の利用者負担、平成22
年６月閣議決定された内容に則った法律になるよう
国に意見を述べること）

○本市における障害者の就労支援等について（本市に

おける障害者の雇用状況、法定雇用率改正に伴う本
市の対応と課題、障害児（者）地域生活・就業支援セ
ンターの就労支援の状況）
○介護保険サービスの利用者への周知について（利用
者によりわかりやすい「てびき」の作成等、ホームペ
ージの改善、受領委任払いの推進）

○婚外子のいる家庭への「寡婦控除」適用について
○生活困窮者の自立支援について
○妊婦健康診査の現状とこれからについて
○急傾斜地における土砂災害等の対策強化について（急
傾斜地崩壊危険箇所数及び危険区域指定箇所数の現
状、危険区域指定の今後の見通しや計画・県との協議、
危険箇所の調査・点検の取り組みの現状、崩壊危険度
の高い箇所に対する所有者・管理者への改善要請、基
準に該当しない急傾斜地崩壊危険箇所の対策）

○公共施設の省エネ対策について（照明器具ＬＥＤ化、
空調設備等インバータなどエコ機器の導入、電力及
び化石燃料の使用状況の推移と省エネ対策）

○川西市バリアフリーの促進について（第二期交通バ
リアフリー基本構想、スパイラルアップの現状、ノー
マライゼーションの考え方、商業施設などへの指導、
今後の計画）

○新名神高速道路川西ＩＣ周辺整備に伴う交通体系の
在り方について（川西インターチェンジに高速バス

停留所を設置する考え、県道川西インター線・市道矢
問畦野線の完成に伴う交通体系の在り方）

○各地域で「特色ある公園づくり」を進めることについて
○住宅の耐震化促進の取り組み強化について（簡易耐
震診断と耐震改修の件数及びその現状に対する課
題、改修促進に向けた今後の取り組み、対象住宅
（「既存不適格住宅」昭和56年以前建築）以外の住
宅の耐震化の取り組み）

○教員初任者研修について（すべての初任者が初任者
研修を受けること）

○小学校における外国語活動の現状と今後の取り組み
について（小学校における外国語活動の現状と課題、
小学校における外国語活動を発展させる取り組み）

○「川西市の給食」をまちづくりの柱とする取り組みに
ついて（アンケートの結果現在実施されている「小学
校給食」の到達点と課題、田んぼや畑・ため池などが
環境保護・災害対策に役立っているかどうか、災害時
などにおいて「給食を供給」する取り組み、市立幼稚
園で「給食」を実施すること）

○学校給食のアレルギー対応について（マニュアルが
できた経緯、これまでのヒヤリハット、給食時の教員
配置などの対応、「川西市学校給食食物アレルギー
対応マニュアル」の今後、川西養護学校の実態）

○学校施設の大規模改造と耐震化と今後の空調施設の設置について

宮坂満貴子
吉富　幸夫
安田　忠司
森本　猛史
大﨑　淳正
住田由之輔
多久和桂子
秋田　修一
大矢根秀明
北野　紀子
福西　　勝
鈴木　光義
黒田　美智
津田加代子
平岡　　譲
小山　敏明
江見　輝男

（発言順）
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久代デイサービスセンター久代デイサービスセンター

推 進 策 な ど 詳 細 問 う
小中学校の租税教育小中学校の租税教育小中学校の租税教育教育教育

地産地消の現状など問う
学校給食をまちづくりの柱に学校給食をまちづくりの柱に学校給食をまちづくりの柱に教育教育

課題解決に向けた取り組み聞く
拠点校方式による新任教員研修拠点校方式による新任教員研修拠点校方式による新任教員研修教育教育

人権
推進
人権
推進 今 後 の 方 針 聞 く

男女共同参画条例の制定へ男女共同参画条例の制定へ男女共同参画条例の制定へ

市民
活動
市民
活動 広 く 集 め る 方 策 示 せ

市政に対する貴重な意見市政に対する貴重な意見市政に対する貴重な意見

指定状況や今後の取り組みは
災害時における福祉避難所災害時における福祉避難所災害時における福祉避難所災害

対策
災害
対策

適切・迅速な救急対応適切・迅速な救急対応適切・迅速な救急対応消防消防
救 急 安 心
お願いカード導 入 できな い か

教育教育 “子どもの生きる力”を育成する“子どもの生きる力”を育成する
知育・徳育・体育への取り組みは知育・徳育・体育への取り組みは

財政財政 大規模開発事業などを見直し大規模開発事業などを見直し
市民サービスを拡充する考えは市民サービスを拡充する考えは



常任委員会報告常任委員会報告常任委員会報告
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　今期定例会において、請願等を除き常任委員会で審査された議案
は、総務生活委員会９件、厚生委員会４件、建設文教公企委員会11
件、三つの委員会に分割付託された補正予算案１件の計25件です。
　ここでは、各委員会の審査における質疑などの一部について、そ
の要旨を掲載しています。

問
問

問

問

答

問

答

答

答

答

■川西市立小学校施設耐震化・大規
模改造ＰＦＩ事業に係る事業契約
の締結について
　本案は、市立小学校５校の施設耐
震化・大規模改造ＰＦＩ事業を施行
するに当たり、事業契約を締結しよ
うとするものである。

本事業では、81教室に空調を新
設するとのことであるが、各校

の設置予定数のほか、他校との格差
をなくす取り組みについて伺いたい。

空調の設置については、桜が
丘小学校と川西北小学校が18

教室、多田小学校が９教室、清和台
小学校では15教室、そして東谷小学
校では21教室を予定している。
　空調については、他校との格差が
広がったが、今後、最優先に取り掛
かりたい。

■平成25年度川西市中央北地区土
地区画整理事業特別会計補正予算

（第３回）
本補正では、土壌汚染対策工
事に伴う経費として、１億4900

万円が追加されようとしているが、
土壌汚染調査や対策工事の対象面積
は、約4.8ヘクタールある中で、約3.5
ヘクタールが未調査となっている。
　そこで、今後における当該工事費
の見通しについて伺いたい。

工事費については、過去の調
査により、汚染確率が20％と

し、全体で４億円の費用を見積もっ
ていた。
　しかし、今回、対象となる土地の
一部を調査した結果、汚染確率が従
前の1.5倍の約30％ということが判
明したため、未調査部分がこの状況

とすると、従来の1.5倍である６億
円となる可能性があると認識している。

◇　　◇　　◇
反対意見　本補正は、人件費の減額
を含んでいるため、賛成できない。
■平成25年度川西市一般会計補正
予算（第３回）＜分割付託＞
今回の補正では、幼児期の運
動促進に関する普及啓発事業

を国から受託し、市立幼稚園で実施
するため、園児の１日の活動量を測
定する機器を借り上げようとされて
いる。
　そこで、本事業の内容や、実施効

果などについて伺いたい。
機器については、ライフコー
ダーという機器を24時間、月

曜から金曜までの間、園児がベルト
につけ、１日の活動量を測定する予
定であり、園児の１日の運動量を把
握し、その生活リズムについて改善
点を見つけ、今後の研究に生かす予
定である。

◇　　◇　　◇
反対意見　本補正では、人件費の削
減を歳出全般で行っており、個人消
費の落ち込みによる経済への影響等
が懸念され、本案には賛成できない。
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答

答

問

建設文教公企常任委員会

総務生活常任委員会
防災行政無線の工事請負契約を審議

厚生常任委員会 アステ市民プラザ 設置・管理条例も
■川西市老人憩いの家鶴寿会館の指
定管理者の指定について
　本案は、老人憩いの家鶴寿会館の
指定管理者として、平成26年４月１日
から29年３月31日までの間、鶴之荘自
治会を指定しようとするものである。

当該施設は、古い会館である
が、１年間の指定管理料の内

訳や、施設修繕の取り扱いの考えを
伺いたい。

鶴寿会館の指定管理料は、24
年度実績で316万3015円とな

っている。
　その主な内訳は、人件費で約170
万円、光熱水費が約50万円、そして
修繕料が40万円などであるが、大規
模な修繕については、優先順位を決
め、市で予算化している。
■平成25年度川西市一般会
計補正予算（第３回）＜分
割付託＞
子育て支援事業では、
母子生活支援施設入所

委託料を219万7000円減額す
る一方で、助産施設入所委
託料を491万3000円増額しよ
うとしているが、当初予算
時に比べ両入所委託料が増
減となった要因を伺いたい。

母子生活支援施設入所委託料
については、当初、２世帯で

12カ月分として564万円を見込んで
いたが、短期間で自立されたことか
ら、当初見込みより下回ったことに
よる減額である。また、助産施設入
所委託料の増額は、入所件数を当初、
３件で120万円と見込んでいたが、
雇用情勢が厳しいことや、経済的に
苦しい世帯における出産が増加した
ことにより、11件の申請があったも
のである。

◇　　◇　　◇
反対意見　今回の補正では、財政収
支のギャップを埋めるため、人件費
の削減を行うとともに、経費節減の
ため、予算執行を一部保留させてい
ることから、本案には賛成できない。

問

答 ■川西市防災行政無線設備設置工事
請負契約の締結について
　本案は、防災行政無線設備を設置
するに当たり、請負契約を締結しよ
うとするものである。

市役所に開設される親局には、
Ｊ－ＡＬＥＲＴ（ジェイ・ア

ラート）自動起動装置を設置予定と
のことだが、当該装置の詳細内容を
伺いたい。

Ｊ－ＡＬＥＲＴとは、全国瞬
時警報システムのことで、国

が緊急地震速報といった、対処に時
間的余裕のない場合について、人工
衛星を用い、市町村へその情報を瞬
時に伝達するシステムであり、この
装置によって、伝達された情報を自
治会長宅等に設置予定である防災行
政無線の戸別受信機を通じて市民に
情報をお知らせするものである。
■川西市アステ市民プラザの設置及
び管理に関する条例の制定について
　本案は、アステ川西６階フロアに
整備予定の川西市アステ市民プラザ
について、その設置および管理に関
し、必要な事項を定めるため条例を
制定しようとするものである。

アステギャラリーを除く各ス
ペースの使用料は、50分単位

で、一般使用が貸館運営経費の75％、
登録グループが50％の負担とされて
いるが、この算定根拠について伺い
たい。

使用料の算定は、公民館の貸
館有料制度導入の際に、登録

グループなど市の施策に合致する活
動については、一定公費負担すべき
との考え方から利用者負担を50％と

しており、同様の対応としている。
　一般使用については、維持管理相
当分などを勘案したものである。

◇　　◇　　◇
賛成意見　市民が、さらに低廉な使
用料や駐車料金で利用できるよう要
望し、本案に賛成する。
■平成25年度川西市一般会計補正
予算（第３回）＜分割付託＞
本人通知制度導入に伴う委託
料として、住民基本台帳及び

印鑑登録事業ならびに戸籍事業にお
いて、386万9000円の委託料が新たに
予算化されようとしているが、制度
の概要について伺いたい。

本制度は、事前に市民が市民
課へ登録されると、住民票の

写しなどを第三者に交付した際に、
登録した人に対して、交付した事実
を郵便により通知するものである。

◇　　◇　　◇
反対意見　本補正は、人件費の減額
が主な内容であり、これは、国の給
与減額要請に応じたものとなってい
るが、国では、震災復興の財源確保
としながらも、そのための措置が十
分でないことから、賛成できない。

一般会計（民生費）補正予算も
指定管理者の指定を可決老人憩いの家

鶴 寿 会 館

ＰＦＩ事業契約で論議小学校施設耐震化
・ 大 規 模 改 造

中央北地区土壌汚染対策工事費を追加

老人憩いの家　鶴寿会館老人憩いの家　鶴寿会館

この市議会だより1部を発行する経費は約9円、配布する経費は約4円です古紙再生紙を使用しています

■全員賛成■
〈条例の制定〉

○川西市アステ市民プラザの設置及び管理に関する条例（総務生活）
○阪神間都市計画事業中央北地区特定土地区画整理事
業に関する建築行為等の手続条例（建設文教公企）

〈条例の一部改正〉
○川西市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等
に関する条例（総務生活）

○川西市税条例（同）
○川西市消防本部及び消防署の設置等に関する条例（同）
○川西市市営住宅の設置及び管理に関する条例（建設文教公企）

〈補正予算〉
○平成25年度川西市水道事業会計第１回補正（建設文教公企）
○平成25年度川西市下水道事業会計第１回補正（同）
○平成25年度川西市病院事業会計第１回補正（同）

〈その他〉
○市功労者表彰
○川西市防災行政無線設備設置工事請負契約の締結（総務生活）

○水稲無事もどし金交付（同）
○川西市知明湖キャンプ場の指定管理者の指定（同）
○川西市芸術・文化施設並びに川西市社会体育施設及
び川西市東久代運動公園の指定管理者の指定（同）

○川西市老人憩いの家鶴寿会館の指定管理者の指定（厚生）
○川西市立小学校施設耐震化・大規模改造ＰＦＩ事
業に係る事業契約の締結（建設文教公企）

○容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再使
用を促進するための法律の制定を求める意見書

■賛成多数■
〈条例の一部改正〉

○川西市手数料条例（建設文教公企）
○川西市水道事業給水条例（同）
○川西市下水道条例（同）
○川西市病院事業の使用に関する条例（同）

〈補正予算〉
○平成25年度川西市一般会計第３回補正（各委分割付託）
○平成25年度川西市国民健康保険事業特別会計第３回補正（厚生）
○平成25年度川西市後期高齢者医療事業特別会計第１回補正（同）
○平成25年度川西市農業共済事業特別会計第１回補正（総務生活）
○平成25年度川西市介護保険事業特別会計第２回補正（厚生）

○平成25年度川西市中央北地区土地区画整理事業特
別会計第３回補正（建設文教公企）

〈その他〉
○特定秘密保護法案の慎重審議を求める意見書
○新聞への消費税軽減税率適用を求める意見書
○脳脊髄液減少症に係るブラッドパッチ療法への保
険適用と診断・治療の推進を求める意見書
――――――――【請　　願】――――――――

■採　  択■
○新聞への軽減税率適用についての請願書（総務生活）
○「容器包装リサイクル法を改正し、発生抑制と再
使用を促進するための法律の制定を求める意見書」
の採択を求める請願（厚生）

■不 採 択■
○「日本政府は日本軍『慰安婦』問題について韓国政
府との協議に応じ解決を急ぐこと」との意見書を政
府に提出することを求める請願（議会運営委員会）

○「特定秘密保護法」を制定しないよう国に求める請願（同）
○要支援１・２を介護保険給付からはずさないよう
国に意見書を求める請願（厚生）

【注】（　）は付託された委員会です。

　川西市議会では、本会
議や議会運営委員会、常
任・特別委員会など、全
ての会議を公開していま
すので、ぜひ傍聴にお越
しください。
　次の定例会は、２月18
日から開かれる予定です。
　会議の開催日程などは、
市議会事務局（TEL:740- 
1255)にお問い合わせいた
だくか、市議会ホームペ
ージをご覧ください。

　川西市議会では、全ての会議を
「会議録」として記録しており、こ
の市議会だよりに掲載している内
容の詳細をご確認いただけます。
　会議録は、冊子として市議会事
務局や中央図書館、市役所の市政
情報コーナーに備えているほか、
市議会ホームページにも掲載して
いますので、どうぞご覧ください。
　なお、会議録の作成には数カ月か
かりますので、ご了承ください。
　また、市議会ホームページには
会議録だけでなく、会議の開催日
程や、議員の政務活動費について
も掲載していますので、ご利用く
ださい。

審 議 案 件審 議 案 件 傍聴に
お越しください
傍聴に

お越しください
傍聴に

お越しください
会議録・市議会

ホームページのご案内


